神野台地区計画　適合確認書
	項　目
	届出者
記入欄
	ﾁｪｯｸ欄
	備考

	地区計画名称
	神野台地区計画
	
	
	

	地区の名称
	医療・福祉Ａ地区
	
	
	

	
	医療・福祉Ｂ地区
	
	
	

	
	医療・福祉・生活利便Ａ地区
	
	
	

	
	医療・福祉・生活利便Ｂ地区
	
	
	

	建築物等の用途の制限（計画書に適合している）
	
	
	

	容積率の最高限度
	１５/10
	/
	
	

	建ぺい率の最高限度
	6/10
	/
	
	

	建築物の敷地面積の最低限度
	１,００0㎡
	　　　㎡
	
	

	壁面の
位置の制限
	医療・福祉Ａ地区
	道路側・隣地側
1ｍ以上
	　　　ｍ
	
	

	
	医療・福祉Ｂ地区
	
	
	
	

	
	医療・福祉・生活利便Ａ地区
	
	
	
	

	
	医療・福祉・生活利便Ｂ地区
	道路側・隣地側
５ｍ以上
	　　　ｍ
	
	

	建築物の高さの最高限度

	医療・福祉Ａ地区
	１５ｍ＊１
	　　　ｍ
	
	

	
	医療・福祉Ｂ地区
	１５ｍ
	　　　ｍ
	
	

	
	医療・福祉・生活利便Ａ地区
	１５ｍ＊１
	　　　ｍ
	
	

	
	医療・福祉・生活利便Ｂ地区
	１５ｍ
	　　　ｍ
	
	

	建築物の外壁・屋根等の色彩
	外壁
	色　相
	明　度
	彩　度
	色相
　　　　　
明度
　　　　　
彩度
　　　　　
	
	

	
	
	Ｒ（赤）系、
ＹＲ（燈）系
	５以上
	４以下
	
	
	

	
	
	Ｙ（黄）系
	５以上
	３以下
	
	
	

	
	
	その他の色相
	５以上
	２以下
	
	
	

	
	
	· 外壁の基調となる色は、けばけばしくなく落ちついたものとし、無機質感を避け、周辺環境との調和に配慮する。その色範囲は、上記のとおりとする。
· ただし、上記にかかわらず、自然系素材を用いる場合の色範囲は、この限りではない。
· 壁面は圧迫感を与える長大で、単調な壁面とならないよう配慮する。
	
	
	

	
	屋根
	· 屋根及び屋上は、周辺環境と調和した意匠となるよう配慮する。
· 屋根の基調となる色は、けばけばしくならないよう配慮する。明度・彩度については、外壁色との調和に配慮する。
	色相
　　　　　
明度
　　　　　
彩度
　　　　　
	
	

	建築物の緑化率の最低限度
	建築物の敷地の空地面積の１／２とする。また、建築物の敷地面積が１０，０００㎡以上の場合は、緑地のうち３％以上を公開空地とする。
	/
	
	

	垣・さくの設置について
	市道西之山加古線及び市道新県立病院前線に面する部分
	生垣又は緑化フェンスを設けるとともに、樹木による幅１ｍ以上の植栽帯を設ける。

	
	
	

	
	上記以外の道路又は隣地に面する垣又はさく
	生垣又は透視可能なフェンスとするとともに、当該道路に面する部分には、建築計画を踏まえ、景観やまちなみと調和した植栽帯を確保するよう努める。
	
	
	


＊１：ただし、道路境界線及び隣地境界線から建築物の外壁等の面までの距離を３ｍ以上とした場合は、３０ｍとする。
